
の地質柱状図を示したものである。試験の結果は， W-2が自

然水位 0.50m，水位降下量1.75m で， 日揚水量 230m
3
， W 

-3が自然水位 0.04m，水位降下量 3.17m， 日揚水量 46m
3
と

なっていて，いずれも 沖積砂磯届からの取水である。この時の

電導度はそれぞれ520，5701.1.σ/cmである。渡嘉敷と 同じく本

〈仁コ 1

-10 ノ図 2

:::@却問-_-4 

¥34当 ー 5

図2-10-29 渡嘉敷島(渡嘉敷〕水文地質図
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4.千枚岩(風化) 5千枚岩

図2-10-30 座間味島地質柱状図

島も沖積層からの地下水開発は， 1井戸当り 20-150m
3/d程度 とみられる。

参考文献

(永田聡〉

(1) 刈'kdU総合事務局農林水産部 (1981)・必業用地下水調査，沖縄県水理地質報告書， p. 248-269 

12. 菜園島・渡名喜島

那覇市の北西約 60kmに位置し，面積 7.9kmぺ周囲 12kmの粟国島は，起伏に乏しく西か

ら北東に向けて緩く傾斜し，そのまま海浜に続く。

南西端，筆ん岬は約 80mの足のすくむような断崖絶壁とな って海にのぞむ。

地質は，南西部に第三紀の安山岩，凝灰岩，凝灰角磯岩などの基盤岩が露出し，標高 60-90

m の函を形成している。一方，北西部から東部にかけて，琉球石灰岩が基盤岩に不整合面をも

って被覆しており ，その不整合商も東に向けて傾斜し，海水面以下に没入する。

また，島のほぼ中央を南西一北東に走る東落ちの断層崖があり ，南部で最大 25m の落差がみ

られるが，北東部では石灰岩に覆われて判然と しない。しかし，ポーリン グなどの調査では，20 

m 前後の基盤の落差が確認されている。

1973年および 1980年に地下水調査が行われ，図 2-10-31はその結果得られた粟国島の水文地

質図である。断層に沿って地下谷が存在し，石灰岩は 50mから 70m と厚いが，大部分が海水
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7断j百 8基皇室上高等高線 9地下水位等高線 10 ボ-1)ング

11.塩水浸入総悶 12 断面線

4‘ 

函2-10-31 粟 国 島 水 文 地質図 (神谷(3)に加筆〉

面下にある。

地下水は，基盤が海水面より高いところでは，基盤形状に沿って 2m程度の水深で、薄く分布

し，深さ 20111以浅に地下水の得られる範囲で，東などの集落が立地している。一方，基盤が海

水面よ り低いと ころでは，塩水の浸入が明らかで，ボー リングAB-2， 3 地点などで標高-8~

-10111に電気電導度で 1，000μぴ/cm以上の値が検出されている。

C-4および C-5で揚水試験が行われている。それによると，琉球石灰岩の透水量係数が 1.6

x 10→~ 3 .11 X 1O-31112/s，透水係数が 9.5X 10-4 ~ 1.5 X 10-2 C111/Sで，この時の比湧出量は 841113
/

d/mとな っている。

井戸によ る地下水開発は，現況ではごく少量に限られるため，塩水浸入を防ぎ、つつ取水する方

法が検討される。このため，地下ダムの構想も生まれるが，基盤が最大 -50111と深いため，施

工上の検討が必要である。

渡名喜島は，那覇市の西方約 50kmの洋上にあり ，その面積は 3.48k111
2
で，中部の平地を除

きほとんどが標高 80 ~140111 の山地からなる。

地質は基盤を構成する古生層(千枚岩，片岩および石灰岩〉と，これを貫く第三紀火成岩類〈閃緑
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岩， ~奇岩)，それを覆う更新世の段丘堆積物，完新世の砂丘海浜堆積物からなる。 1976 年に士山下

水調査が行われ，ボーリング 4本が実施されている。

砂丘砂を含めた沖積層のj享さは約 10n1，更新世砂礁周を合せると 20m前後1となる。これら

:貯水屑の地下水位は海水面よりせいぜい 0.4 ~l.0 m 高い程度で甑素イオ ン濃度は 140 ~ 420

ppmを示している。

;貯水層となりうるのは，沖積層の砂，磯眉および洪積層の一部であり，塩水浸入を防ぎながら

地下水を扱み上げようとするなら，おおよそ 日量 100m
3
程度が目安となろう。

(永田聡〉

参考文献

(1) 沖縄総合事務局農林水産部 (1981)・1品業用地下水調査，i'l'純県水辺地質報告書 p.270-280 
(2) 沖縄総合事務局農林水産部 (1983):沖縄県の地下水 p.54-57 
(3) キrll谷厚昭 (1973) 架国島の地質，沖縄県立教育セ ンター研究室長録，2， No.6， p.18-31 

13 久米島

那岡市の西の海上3 約 100kmに浮かぶ久米島は，面積 58.5km
2を有し，その周囲をさんご礁

者it球層群石灰岩 字江城累周 阿姦泉府 阿良岳泉庖
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図2-10-33 久米島地質位状図


